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1. 調査の⽬的



調査の⽬的
1. 現在，学術雑誌はどの程度データ公開を

要求しているのか
– 2014年→2019年でどう変化したのか︖
–分野による差はあるのか︖

2. 現在，学術雑誌はどの程度データ引⽤を
要求しているのか
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22分野×各10誌→220誌を調査



データを探す⽅法（2016）

5池内・林・⾚池(2017).研究データ公開と論⽂のオープンアクセスに関する実態調査.
NISTEP RESEARCH MATERIAL No. 268. DOI: 10.15108/rm268 p. 33より抜粋

「論⽂や学術記事の参考⽂献」は第２位
「データベース」は論⽂ほど整備・活⽤されていない



2. ⽅法



調査の概要
n調査対象
– ⾼Impact Factor (IF)の原著論⽂誌
– Essential Science Indicators (ESI)の雑誌リス

トを⽤いて22分野の各10誌，合計220誌を選定

n調査⽅法
– Webサイト（投稿規定，執筆要項等）

n調査期間
– 2014年4⽉〜6⽉*
– 2019年3⽉〜5⽉【RDC⼩委員会で実施】

*池内・逸村(2016).学術雑誌によるデータ共有ポリシー. DOI: 10.20651/jslis.62.1_20 
*Ikeuchi(2016). Data sharing policies in scholarly journals across 22 disciplines [dataset], 

figshare, DOI: 10.6084/m9.figshare.3144991



1. データ公開ポリシーの調査

(1)リポジトリ︓RP (2)補⾜資料︓SM
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ポリシーの強度（4分類）
データ公開ポリシーの強度の分類
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強度 表現例

必須 require, must, should, condition of publication

推奨 encourage, recommend

受諾 accept, allow, might, possible to include

なし (no mention)



例︓Neuron

https://www.journals.elsevier.com/neuron/

Guide for Authors
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“Information for Authors”

11http://www.cell.com/neuron/authors

データポリシーを探す



“Mandatory Data Deposition”

12http://www.cell.com/neuron/authors

(1)RPは「必須」

For the following types of data, submission of the full dataset 
to a community-endorsed, public repository is mandatory. 



“Supplemental Information”
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(2)SMは「受諾」

In general, please limit Supplemental Information to data and 
other materials that directly support the main conclusions… 

http://www.cell.com/neuron/authors



2. データ引⽤ポリシーの調査
(1) データ引⽤ポリシー・ガイドラインの有無

(2) 原則・ガイドラインへの⾔及の有無
– データ引⽤の共同原則（JDDCP）︓FORCE11
– TOPガイドライン︓Center for Open Science

(3) 引⽤スタイル
– APA，シカゴ，MLA，・・・

üデータ，データセットの引⽤⽅法を定めたスタイルもある
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JDDCP（FORCE11）

15https://www.force11.org/datacitationprinciples

2014年



TOP Guidelines（CoS）

16https://cos.io/top/

2015年



３．結果
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1-(1)RPポリシー（2014）
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1-(1)RPポリシー（2019）



1-(1) RPポリシーの掲載率
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2014 2019

59.5 85.0%%



1-(1) RPポリシーの経年変化
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強度 2014 2019 増減

必須 100 45.5% 92 41.8% -8

推奨 30 13.6% 82 37.3% +52

受諾 1 0.5% 13 5.9% +12

なし 89 40.5% 33 15.0% -56
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1-(2) SMポリシー（2014）
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1-(2) SMポリシー（2019）



1-(2) SMポリシーの掲載率
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2014 2019

89.5 90.9%%



1-(2) SMポリシーの経年変化
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強度 2014 2019 増減

必須 31 14.1% 16 7.3% -15

推奨 29 13.2% 34 15.5% +5

受諾 137 62.3% 150 68.2% +13

なし 23 10.5% 20 9.1% -3



Neurology
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補⾜データの使⽤を控えるよう指⽰（2018/3/1）
データはDryadのようなオープンリポジトリへ



Journal of Neuroscience
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補⾜資料は⼗分査読できないため廃⽌（2010/11）
拡張データセットの受け⼊れを開始（2017/3）



2-(1) (2)
データ引⽤
ポリシーの
掲載状況

データ引⽤ JDDCP TOP
分⼦⽣物学・遺伝学 10 2
微⽣物学 10 1
⼯学 8 8 5
環境科学・⽣態学 8 7 6
複合領域 8 5 1
植物動物学 8 4 4
CS 8 4
地球科学 8
⽣物学・⽣化学 7 6
農学 6 5
化学 6 1
材料科学 5 3
社会科学 5 3
経済学 5 2
免疫学 4 4
薬理学・毒物学 4
宇宙科学 4
神経科学 2 1
物理学 2
臨床医学 1 1
精神医学・⼼理学 1 1
数学 1
合計 121 58 16

55.0%



2-(3) 引⽤⽂献スタイル（上位）
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スタイル 雑誌数 データ引⽤
Vancouver 28 ✓
APA 9 ✓
Nature 8 ✓
AMA 7 database, software
Chicago 4 ✓
Harvard 4 ✓
IEEE 4 software



４．まとめ



調査結果のまとめ
1. データ公開ポリシー（2014年→2019年）
– リポジトリは131誌（59.5%）から187誌

（85.0%）に増加
– 補⾜資料は約9割のまま
– いずれも「必須」の雑誌が減少
– 分野による差は縮⼩

2. データ引⽤ポリシー
– 121誌（55.0%）が掲載
– JDDCPは58誌（26.4%），TOP Guidelinesは

16誌（7.3%）が掲載・参照
– データの引⽤⽅法を⽰すスタイルも
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2019調査担当︓RDC⼩委員会

n 阿部学 （海洋研究開発機構）
n 岡⼭将也 （⽇⽴コンサルティング）
n 尾鷲瑞穂 （国⽴環境研究所）
n 住本研⼀ （科学技術振興機構）
n ⾼橋菜奈⼦ （東京学芸⼤学）
n ⼾⽥裕⼦ （帝京⼤学）
n 能勢正仁 （名古屋⼤学）
n 野村紀匡 （クラリベイト・アナリティクス）
n 林 和弘 （科学技術・学術政策研究所）
n 池内有為 （⽂教⼤学）


